
洪水の流出計算とは？

洪水流出計算は，降雨量から河川の流出量を計算することであり，

河川の流量計画および流量管理に必要な情報を得ることを目的とし

ています。

国土交通省では，過去の実績降雨量や流量を基にして，洪水の流

出過程を再現するモデルを構築し，「洪水を計算」しています。

なぜ「洪水を計算」するのか，その理由は以下のとおりです。

① 洪水中に実際に起きている現象を概ね解明できます。

洪水は、流域の地形、地質、勾配、植生、降雨等の複雑な

因果関係の結果として川に流れ出ていますが、適切な計算モ

デルパラメータ－を与え、計算流量と実測流量を比較するこ

とで洪水中に実際に起きている現象を概ね解明することがで

きます。

② 現状の安全度を評価できます。

現状の治水施設でどのような洪水に対して耐えうるのかと

いう評価ができ，現状の安全度の目安が立てられます。また，

現状の治水施設である堤防やダムのない場合の計算が可能と

なり，個別の治水施設の効果が評価できます。

③ 洪水予測に役立ちます。

実績降雨及び予測される降雨量を用いて洪水流出計算を行

うことにより、数時間後の河川の流出量を予測することができ

ます。

それにより、的確な洪水予報等が行えます。

④ 過去の洪水規模の推定，将来の流域変化に伴う洪水予測がで

きます。

実績流量が分からない過去の洪水についても雨のデータが

あれば洪水量を推定することができます。また，現状を再現

できるモデルを構築することにより、流域の改変（排水ポン

プ新設、市街化など）による流出の変化を予測することがで

きます。

⑤ 将来の治水計画の立案に役立ちます。

将来，ダム，築堤，河道掘削などの治水対策を行った場合

の効果が予測できることにより，最適な治水計画の立案の一

助となります。




